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子どもの放課後支援による地域創生の可能性
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Abstract  
  The purpose of this paper is to examine the possibility of community revitalization through after-
school learning support for children. 

As a result of considering a certain case, in order to support children's after-school learning for 
regional revitalization, it is necessary to guarantee the diversity of children's learning and create a 
mechanism for children to pursue their own dreams for the future was suggested. It was found that 
there was something to be gained by the adults in the community who support the children, and that 
there was a win-win relationship for both children and adults. 

１１. 研研究究のの目目的的

近年，日本は「人生 100 年時代」に入っており，心身の

健康と地域社会を生きる人としてのありようが今後，ます

ます模索されていくことが予想される。現代の日本社会に

おいて，子どもも大人も夢と生きがいを持った人生を子ど

もの時から送れるよう子どもの学びと成長を軸に，持続可

能な地域社会全体の活性化による地域の創生を包括的に

求める取組が必要であると考える。そこで，本稿は子ども

と大人の WIN-WIN の関係を構築するすべての人のウェル

ビーイングを目指して取り組んでいるある子どもの放課

後の学習支援の事例をもとに，地域創生の可能性を検討す

ることを目的とする。

11..11..  子子どどもものの放放課課後後政政策策のの現現状状  

現在(2023 年)，小学生を対象とした日本の子どもの放課

後を支える仕組みとして，主に二つの行政事業がある。一

つは，共働き家庭を対象とした児童の居場所を確保する厚

生労働省所管の「放課後児童クラブ」である。もう一つは，

全ての児童を対象に，地域住民等の協力を得て学習や体験

交流活動を行う文部科学省所管の「放課後子ども教室」で

ある。この二つの事業は，様々な経緯を経て「新・放課後

子ども総合プラン」という５年間の次元計画の中で，現在

一体化が目指されている。一体化とは，「放課後児童クラ

ブ」を利用する，しないに関わらず全ての児童が「放課後

子ども教室」に参加できることである(文部科学省 2018)。 

この一体化が目指される以前 2007 年に設置された「放

課後子ども教室」の設置目的は，子どもの放課後を子ども

の安全な居場所づくりの確保の面だけではなく，子どもの

成長の面から捉えていくことにあった(文部科学省 2007)。
この目的が設定されたことについて，佐藤(2008，p.48)は，

「放課後子ども教室」の活動内容を整理する中で，公的な

学習支援の場として放課後に「学習」が一つの柱とされ位

置づけられたと指摘している。

「新・放課後子ども総合プラン」の目指している一体化

に伴い，「放課後児童クラブ」の目的にある児童の生活の

場の確保と同時に，「放課後子ども教室」の目的である学

習プログラムに全ての児童の参加ができる環境の整備と

支援の充実がより求められているといえそうである。子ど

もの健全な成長に沿った放課後における学習支援の内容

と質が，今後ますます問われてくるものと考える。

11..22..  子子どどもものの放放課課後後のの学学習習支支援援ににおおけけるる地地域域とと

のの協協働働  

他方，子どもの学びと成長を支える行政の政策に，地域

全体で将来を担う子どもの学びと成長を支える仕組みが

存在する。それが「地域学校協働活動」である。この活動

は，地域と学校が対等なパートナーシップのもと，子ども

の学びと成長を支えることが目指されている。そして，子

どもの成長を軸に，地域と学校がパートナーとして連携協

働し，地域の将来を担う人材の育成を図るとともに，地域

住民のつながりを深め，自立した地域社会の基盤の構築と
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持続可能な地域の活性化を図ることにより，地域の創生に

つながっていくことが期待されている(文部科学省 2015)。 
また，志々田(2017，pp.6-11)は，「地域学校協働活動」を

推進する具体的な取組の例として，学校も地域の一部であ

るという認識のもと地域全体で行う取組をあげている。具

体的な活動例として，「放課後活動」，「子どもの学習支援」

などをあげている。 
このような取組には，子どもの放課後の学習を地域の大

人が支援することで，将来を担う子どもの人材育成を図り，

同時に支援する地域の大人のつながりを深め，自立した地

域社会の活性化が図られ，地域の創生が期待できるといえ

よう。なぜなら，子どもが学ぶ喜びや学ぶことで将来の基

盤や夢が得られることに加え，子どもの学習を支援する大

人もまた，喜びや生きがいを感じることのできる包括的な

社会の充実につながっていくことが考えられるからであ

る。子どもの放課後の学習においては，地域の大人による

子どもへの学習の支援を通して，支援を受ける子どもだけ

ではなく，やりがいや生きがいを子どもから支援する大人

も得られる機会となることが期待できるからである。 
このような子どもにとっても，大人にとっても自由で，

主体性を発揮し人生が充実するウェルビーイングを目指

す放課後のあり方について池本(2009，pp.224-226)は，子ど

もの放課後支援を検討する中で，子どもに得るものがある

だけではなく，支援する側にも得るものがある支援の充実

とそのあり方を今後の検討課題としている。 
以上，放課後をめぐる子どもの学びと成長を図ることを

目的とした政策や取組の中，子どもの放課後の学習支援に

は，「地域の子どもが大人から支援をされる」「地域の大人

が子どもを支援する」という関係から派生される子どもも

大人も共にウェルビーイングを目指し，そして学校も地域

の一部として包括的に持続可能な地域の活性化に貢献す

ることによって，地域の創生を図っていく可能性があると

いえる。 
そこで，本稿では，筆者が関わりを持たせていただいて

いる子どもと大人の双方のウェルビーイングを目指し，双

方にとって WIN-WIN の関係構築を図る，後ほど詳述する

子どもの放課後の学習支援事業(取組α(仮名))の実施状況

をもとに，子どもの放課後の学習支援の取り組みによる地

域創生の可能性を検討していく。 
 

２２. 子子どどもものの放放課課後後とと本本事事例例のの概概要要 

22..11..  子子どどもものの放放課課後後のの学学びびのの位位置置づづけけとと仕仕組組みみ

づづくくりり  

 近年，日本では社会の都市化，情報化の影響から以前の

ように子どもたちが放課後に群れて遊ぶことや地域の人

との関わりが減少している。また，共働き家庭，核家族化

の増加は子どもが家族などと一緒にふれあう機会を失わ

せているといえる。 
放課後は，地域で子どもが人や自然にふれ学ぶこと，そ

してその学びを家庭に持ち帰って家族と会話し学びあう

こと，また地域での経験や体験を翌日以降学校に持ち込み，

仲間や先生たちと共にさらなる学びとして精緻化したり，

探究したりすることで，学びを深めるきっかけとなる重要

な場所，時間であると考える。言い換えると，家庭教育を

補完し，学校教育との間をつなぎ子どもの地域での経験や

体験を通して，子ども自身の将来につながるそして，将来

も地域の大人として地域との関わりを持って活躍するこ

とが可能となるそのような未来を描くことの基盤の機会

となる可能性が放課後にはある。つまり，子ども自身の将

来の夢や希望を得る機会の可能性のある放課後には，家庭

と学校をつなぎ，子どもの過去，現在，未来を結ぶ重要な

役割が見いだせるといえる。 
池本(2009，pp.203-226)は，以前放課後には家庭と学校と

連動した「人づくり」があったこと，そして，現代にはそ

のような自然に存在した仕組みが希薄化しているので，そ

のような仕組みづくりが意図的に必要であることを指摘

している。 
以上，現代の放課後には，子どもの学びを地域で支え，

学校に送り出してあげる意図的な器づくりとその送り出

す機能を備えていることが求められているといえる。そし

て，共働き家庭を中心とした子どもの居場所として，また

安全安心な学びを同時に保障する家庭教育を補完し，学校

教育に送り出してあげる仲介としての重要な役割を持っ

た放課後および，放課後の学習支援の充実が目指されてい

るといえる。  
本稿で事例として取り上げる取組αは，家庭教育を補完

し，学校教育との間をつなぐ目的で創設された。現在(2023
年)，規模や内容が拡充し 9 年目を迎える。取組αは「でき

る人が，できるときに，できることを行うウェルビーイン

グを目指した支援」を活動理念に掲げ，取組αの創設者 A 
氏(仮名)によって地域・学校・家庭の間のそれぞれの教育

的な役割を地域全体に結集させ，子どもへの放課後の学習

支援を通して持続可能な地域の活性化を目指している。 
本稿では，取組αの詳細な取組内容の紹介とともに，以

下の３章では子どもの得られること及び大人の得られる

ことを中心に, 地域創生のための可能性を取組αの実践

事例から考察する。 
 また，本事例の特徴には，取組αを地域づくりへとつな

ぐため，A 氏が取組αに意図して持たせた仕組みがある。

本研究の分析視点として，それら仕組みに焦点をあて，取

組αの実践による持続可能な地域の活性化を目指すそれ

ら特徴を分析の視点とする。それら分析視点を設定するこ

とで，地域創生のための可能性をより焦点化して見いだし

ていく。取組αの特徴的なその仕組みとは，子どもへの多

様な学習プログラムの提供の仕組みづくりによる「行政組

織との関係構築」，「プラニングのプロセスによるアドバイ

ザーづくり」の二つであり，これらの視点から考察を試み

る。 
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３３. 地地域域のの中中ににああるる子子どどもものの学学びびづづくくりり

33..11..  分分析析視視点点 11：：「「行行政政組組織織ととのの関関係係構構築築」」  

放放課課後後ににおおけけるる子子どどもものの学学びびのの仕仕組組みみづづくくりり  

上述した「新・放課後子ども総合プラン」の目指してい

る「放課後児童クラブ」と「放課後子ども教室」の一体化

に伴い，「放課後児童クラブ」における児童の生活の場の

確保と同時に，「放課後子ども教室」における活動プログ

ラムに全ての児童の参加ができる環境の整備と支援の充

実がより求められている。本稿で事例として取り上げる取

組αは，行政から委託された小学校区ごとに置かれている

放課後の学習支援事業である。以後，本稿では支援の言葉

の重複を避けるため，子どもの放課後の学習支援のプログ

ラムに直接たずさわる支援者を「アドバイザー」と表記す

る。

取組αは，P 市 Q 区の R 課(いずれも仮名)における福祉

事業の一環として行われている Q 区内の小学校ごとに展

開されている「放課後児童クラブ」と「放課後子ども教室」

を一体化した学習支援の一部として Q 区の放課後支援事

業 Y(仮名)から委託され，アドバイザーには交通費をふく

む有償のボランティアとして１回の支援につき報酬が Q
区から出され実施されている。活動内容は，学習プログラ

ムの履行，学習相談や学習の補助，そして活動の主な目的

を学習意欲の高揚や学習習慣の定着においている。また，

取組αは一般社団法人 Z(仮名)の事業の一部でありアドバ

イザーの属性は，元学校の先生であった方が多く，現在は

無職や学校以外の非常勤の仕事をされている(図 1 参照)。

また，A 氏は２ヶ月に１回ほどの割合で，各小学校区に

おけるアドバイザーと行政職員との話し合いの機会であ

るふれあい会議(仮名)を設定している。ふれあい会議では，

子どもの放課後の学習支援に関する支援の方向や情報の

共有といった縦のつながりと各アドバイザーが一同に会

して支援方法の情報交換や支援上の悩みや子どもの支援

に関する相談の機会を設けることで，アドバイザー同士の

横のつながりを持たせている。A 氏は，アドバイザーの業

務における情報共有など物理的なサポートとアドバイザ

ーの精神的な心の安寧を創り出すことに成功している。

このように，取組αは行政組織との関係構築のもと組織

上，安定的な運営がされ，取組内容や規模が拡充している。

地域のアドバイザーの得意とすることを子どもへの支援

に発揮する場の設定を行政組織が介するので，各小学校区

の子どもたちのニーズとアドバイザーの得意とする支援

が容易にマッチングできる。その結果，子どもの放課後の

支援に対して意欲を持ち，自己有用感を抱く地域のアドバ

イザーが増員されている。

このように，取組αは行政組織を介した子どもの放課後

の学びをつくることで，地域にいる子どもたちと大人たち

双方の WIN-WIN の関係を構築しているといえる。各小学

校区の子どもにたちとっては，次節で後述する自分たちの

希望に沿った多様なプログラムを安定的に確保できる利

点がある。支援する大人たちであるアドバイザーにとって

は，自身の得意なプログラムを各小学校区のニーズに沿っ

て行う場が容易に得られ，かつ子どもへの支援によってア

ドバイザーの自己有用感も得られている。ここには子ども

と支援する大人双方にとっての WIN-WIN の関係構築が見

出せる。WIN-WIN の関係構築による子どもの放課後支援

は，各小学校区の子どもを含めた地域の人々の活力となり，

地域創生に向かう地域の活性化につながっているといえ

る。

以上，地域創生を目指す子どもの放課後支援は、行政組

織を巻き込んだ子どもと大人の WIN-WIN の関係構築を図

る仕組みづくりが必要となることが示唆される。そして，

その仕組みの中には，子どもの支援に直接関わるアドバイ

ザーへの物理的，精神的サポート体制整備の必要性も示唆

される。アドバイザー同士やアドバイザーと予算や取組の

立案に直接関わる行政職員との関係構築をつくる機会の

設定などである。本事例にある「ふれあい会議」のような

情報の共有場面を設定することは，アドバイザーへの物理

的，精神的サポートとなり，アドバイザーにとって子ども

へのさらなる継続的・安定的支援を可能とし，地域の子ど

もたち，大人たち双方のさらなる放課後支援の充実と，そ

の充実の先にある地域創生の可能性が示唆される。

33..22..  分分析析視視点点 22：：「「ププララニニンンググののププロロセセススにによよるる

アアドドババイイザザーーづづくくりり」」

子子どどもものの多多様様なな学学びびをを保保障障すするるププロロググララムム

上述した一体型となる「放課後子ども教室」の参加対象

は小学校の全児童である。そして，学校施設の徹底的な活

用が活動には求められている(文部科学省 2018)。 
そのような状況の中，取組αには，学校教育とは異なる

地域の教育だからこそ実現できる学びを子どもに提供す

るため，以下の二つを柱にした活動内容を A 氏は考えて

いる。

①子どもが楽しいと感じること，学習意欲を引き出せる

内容とする。これは「何をやっても学習に結びつく。活動

内容は学校の教育課程に沿ったものだけではない。」とい

う A 氏の学習観に由来するものである。 
②アドバイザーが得意とする個々のアドバイザーの生

図 1. 取組αと事業との関係 
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き方に，子どもが触れることができる内容とする。これは

「子どもを学校の教員だけでなく，地域の多くの人の多様

な生き方に触れることができる支援を行っていく。」とい

う A 氏の教育観に由来するものである。さらに，A 氏はア

ドバイザーが支援を行いやすいように，子どものニーズと

アドバイザーが得意とする支援の活動内容の調整と設定

を取組αでは，Q 区と連携を図り行っている(表 1 参照)。 
表１：小学校区ごとの主な活動内容例(抜粋) 
小学校 主な活動内容 

B 小 計算，漢字プリント，「ナンバープレート」「五

色百人一首」 
C 小 将棋，あやとり，計算ドリル，宿題の補助，学

習相談 
D 小 逆立ち，側転，ブリッジなど「体づくりプログ

ラム」 
E 小 工作，「計算しりとり」，学習を通した大会やコ

ンクール 
  
このように学校施設という限られた中でも学習プログ

ラムを多様にすることで，多様な子どものニーズに合わせ

ようとする試みが取組αにおいて，現在も進行中である。

さらに，ある小学校区で行われている学習プログラムを別

の小学校区でも取り入れることができるように，年度当初

に学習プログラムの希望をとり，様々な小学校区において

選択実施されることが可能になる試みも実施され, 多く

の地域の大人たちが，子どもたちや関係する大人たちとつ

ながりを持ちながら活動している。(表 2 参照)。 

子どもの放課後支援による地域創生の可能性　-地域と放課後の連携を視座において -
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放課後の学習支援の役割として，子どもの多様性にもと

づく子どものそれぞれの将来の夢や希望のきっかけとな

る学習の機会提供が取組αには見てとれる。

放課後において，子どもへの学習支援の提供が可能とな

る内容から始められる仕組みを整え，支援する大人にとっ

て無理のない放課後の学習支援の提供を可能にすること

で，子どもへの多様なプログラムの提供を図っている。子

どもの放課後支援におけるプログラムの提供と開発は，行

政組織においても，地域貢献に活躍できる人材の発掘につ

ながり，地域の活性化を図る一つの手段となっている。

そして，学校施設の徹底した活用の是非はともかく，こ

れらの学習プログラムの実施において，学校施設の積極的

な活用により，保護者も学校内という安心できる場所とし

てまた，子どもにとっても安全な学校施設，設備，備品を

活用した学習プログラムに参加できる放課後が確保され

ている。アドバイザーの得意とすることを学習プログラム

表 2. 2022 年度の学習プログラム 

ONLINE 開発プログラム アドバイザー

O
N

LIN
E

プ
ロ
グ
ラ
ム

防災教室１（3 回講座） 

防災担当 (元 P 市教諭) 

防災教室２（3 回講座） 

食育教室１（3 回講座） 
食育担当 (元 P 市栄養教諭) 

（管理栄養士）
食育教室２（3 回講座） 

ESD ミニ講座（3 回講座） ESD 担当

読み聞かせの時間（3 回講座） 国際理解事業担当 

すうがくはかせ（3 回講座） 
放課後学習支援担当

(元 P 市教諭) 

対面開発プログラム アドバイザー

対
面
プ
ロ
グ
ラ
ム

プログラミング教室（3 回講座） 専門学校教員 

ワクワク図工教室（3 回講座）
放課後学習支援担当 

(元 P 市教諭) 

香りと自分 ～香楽～（3 回講座） 〇〇文化協会員ほか

子どもかけっこ教室校庭編（3 回講座） 

体育担当 (元 P 市教諭) 子どもからだつくり体育館編（3 回講座） 

親子からだつくり教室（1 回） 

ヘアアレンジ（子ども編）（3 回講座）
ヘアアレンジ担当

(専門学校教員) 
親子でヘアアレンジ（1 回） 
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に取り入れることは，子どもの多様なニーズに合わせた学

びの提供としてのみならず，子どもと大人の WIN-WIN の

関係構築による地域創生につながる可能性のある仕組み

となることは，前節において上述した通りである。このよ

うな多様なプログラムの提供と開発は，子どもにとっての

多様な学びの獲得のみならず，アドバイザーにとっての自

己有用感の得られる機会の拡大となる。多様なプログラム

の提供と開発は，地域の子どもと大人双方の WIN-WIN の

関係構築に貢献しているといえる。

地域にある学校を居場所に置いた子どもの放課後支援

の仕組みであるプログラムの提供と開発によって，子ども

も大人も地域の中にある学校を舞台に，それぞれが自身の

得意なことを発揮し，活躍する地域創生のための地域の活

性化につながっているといえる。

４４.. おおわわりりにに

本稿は，地域創生の可能性を子どもと大人の双方のウェ

ルビーイングを目指し，取り組んでいるある子どもの放課

後の学習支援による事例をもとに検討した。

その結果，地域創生のための子どもの放課後の学習支援

を行うには，子どもの学びの多様性を保障し，子どもが自

身の将来の夢に向かうための仕組みをつくることが示唆

された。その仕組みには，子どもを支援する地域の大人に

とっても得られるものがあり，子どもと大人双方にとって

WIN-WIN の関係構築が存在することがわかった。 
本事例における地域の子どもと大人の WIN-WIN の関係

を構築するためには，行政組織を介し，子どもの学びのプ

ログラムを提供開発することで，子どもと大人双方に得る

ものを持たせることであった。本事例で見出された WIN-
WIN の関係構築によって得られることは，子どもは自身の

興味を持つ多様なプログラムを学べることであり，大人は

自身の得意なことに特化して支援できる場の容易な確保

及び子どもへの支援による自己有用感を得ることである。 
そして，これら WIN-WIN の関係構築から，地域の中に

ある学校の放課後を舞台に，地域の子どもたちは学びをき

っかけに，自身の夢や希望に向け活力を持ち，地域の大人

たちは自身の得意とすることを発揮，活躍することによっ

て地域創生に向かう地域の活性化につながっていること

が示唆された。

また，本事例における子どもの放課後の学習支援は，「地

域の子どもが大人から支援をされる」「地域の大人が子ど

もを支援する」という関係から派生される子どもも大人も

共にウェルビーイングを目指す取り組みといえる。そして，

学校の放課後は地域の一部として包括的に持続可能な地

域の活性化に貢献する地域の創生を図っていく場所と時

間といえる。

茂野(2022，pp.82-85)は，ある子どもの放課後の学習支援

の取組事例をもとに，つながりの実感の双方向性を明らか

にしている。そして，人と人がつながりを実感するために

は，人が人を認める中で，信頼を芽生えさせることが一つ

の要素になると指摘している。茂野(2022)の指摘に従うと, 
本事例の取組αには，子どもの放課後学習支援を通して多

くの関係する大人のつながりがあり，そこに大人がつなが

りを実感することで，子どもへの支援がさらに増すことが

予想される。その先には，子どもと大人を包括的に捉えた

地域の活性化及び地域創生への基盤づくりとなる可能性

が放課後には期待される。

そして，本稿で示唆されたことに従うと，放課後は，単

なる学校の終了後の時間や場所を表すものではなく，子ど

もの学びの豊かさを創り出すことと子どもの成長が見え

ることによる大人の生きがいとつながりをつくる「時間」

と「場所」といえる。また，そのような大人のイキイキと

した，そして多様な他者と協働している姿を子どもが見る

ことで将来，子どもがアドバイザーとして帰ってくるよう

な地域の活性化を図る地域人材の循環づくりとしての位

置付けも放課後の学習支援には見いだせる可能性もある。 
最後に，「新・放課後子ども総合プラン」と「地域学校協

働活動」の目指す視点を持ちうることが示唆される取組α

のようなすべての人のウェルビーイングを目指す子ども

の放課後の学習支援の活動理念と取組内容を研究するこ

とは，今後子どもの放課後支援を通した地域の活性化およ

び，地域創生を考える上で，大いに示唆に富むことになる

であろう。

本稿では，子どもの放課後の学習支援による地域創生の

可能性及びそのための放課後支援における仕組みとなる

条件を一事例から明らかにしたが，一般化には限界がある。

他事例による研究の積み重ねや子どもと大人双方の WIN-
WIN の関係構築による地域創生のさらなる詳細な分析が

今後の課題である。
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